
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
綴
る
報
告
会

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
感
じ
た
様
々
な
思
い

  「
こ
れ
か
ら
未
来
を
背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
平
和
を
維
持
す
る
に
は
、他
国
と
の
交
流
が

大
切
」。『
一
般
社
団
法
人 

池
田
青
年
会
議
所
』第

54
代
理
事
長
・
松
本
健
一
郎
さ
ん
は
、〝
世
界
平

和
〞
へ
の
思
い
を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
込
め

た
。「
世
界
の
中
の
日
本
を
知
る
こ
と
で
自
身
の

環
境
へ
の
感
謝
を
抱
い
て
欲
し
い
」と
い
う
願
い

も
。で
は
、
な
ぜ
国
際
交
流
の
場
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

だ
っ
た
の
か
。同
会
議
所
「
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
」
委
員
長
の
久
保
和
之
さ

ん
に
尋
ね
た
。

「
日
本
に
は
便
利
な
も
の
が

溢
れ
、
大
人
も
然
り
、
そ
れ

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
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未
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利
な
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溢
れ
、
大
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当
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前
に
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っ
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い

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
豊
か
に

す
る
相
互
理
解
・
異
文
化
交
流

　

到
着
日
は
市
内
観
光
。こ
こ
で
早
速
、食
文
化
の

違
い
に
直
面
。夜
店
に
並
ぶ
昆
虫
食
、
香
辛
料
を

使
っ
た
味
つ
け
。慣
れ
な
い
味
に
は
流
石
に
渋
い

顔
。「
米
の
炊
き
方
ま
で
違
う
、
日
本
食
が
恋
し
く

な
っ
た
」等
、
後
の
報
告
会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
メ

ン
バ
ー
が「
食
文
化
の
違
い
に
驚
い
た
」と
述
べ
て

い
る
。翌
日
は
内
戦
の
爪
痕
を
残
す
『
キ
リ
ン
グ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
』や『
ア
キ
ラ
地
雷
博
物
館
』へ
。実
際

に
目
に
し
た
悲
惨
さ
に
、そ
の
重
み
に
、言
葉
に
表

せ
な
い
感
情
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、『
伝
統
の
森
』へ
。内
戦
で
失
わ
れ
つ
つ

あ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
伝
統
織
物
を
継
承
す
る
た

め
、日
本
人
の
森
本
喜
久
男
氏
が
築
い
た
森
だ
。こ

こ
は
村
人
1
0
0
人
ほ
ど
が
暮
ら
し
、
織
物
の
生

産
に
携
わ
っ
て
い
る
。シ
ル
ク
の
染
色
体
験
、小
学

校
訪
問
、縄
跳
び
や
サ
ッ
カ
ー
で
遊
び
、夕
食
を
一

緒
に
作
り…

…

。２
泊
３
日
、多
く
の
時
間
を
現
地

の
子
た
ち
と
共
に
過
ご
し
た
。「
言
葉
は
通
じ
な
く

て
も
身
振
り
手
振
り
で
分
か
り
合
え
た
」。国
境
を

超
え
た
交
流
に
、
メ
ン
バ
ー
は
喜
び
と
自
信
を
感

じ
た
よ
う
だ
。電
気
も
な
い
、シ
ャ
ワ
ー
は
水
、虫
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バ
ー
は
喜
び
と
自
信
を
感

じ
た
よ
う
だ
。電
気
も
な
い
、シ
ャ
ワ
ー
は
水
、虫

　

去
る
８
月
21
日
、『
池
田
市
民
文
化
会
館
』
に

て「
カ
ン
ボ
ジ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
報
告
会
が

行
わ
れ
た
。思
い
思
い
に
書
い
た
用
紙
を
握
り

し
め
、
発
表
す
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。「
電
気
が
制

限
さ
れ
て
い
て
驚
い
た
け
れ
ど
、
星
が
す
ご
く

綺
麗
で
感
動
し
た
」。「
貧
し
く
て
も
、
ど
ん
な
環

境
の
中
で
も
、
笑
顔
で
協
力
し
て
生
き
て
い
け

た
ら
幸
せ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」。そ
の
一
言
一

句
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
過
ご
し
た
日
々
と
誠

実
に
向
き
合
い
、
懸
命
に
言
葉
を
紡
ぐ
様
子
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

保
護
者
の
方
に
、
帰
国
後
の
お
子
さ
ん
の
様

子
を
尋
ね
た
。「
帰
っ
て
か
ら
の
第
一
声
が
『
楽

し
か
っ
た
、
ま
た
行
き
た
い
！
』
と
。普
段
は
不

愛
想
で
す
が
、
素
直
な
感
想
に
良
い
経
験
を
し

て
き
た
な
、
行
か
せ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
」。一
回
り
逞
し
く
な
っ
た
様
子
に
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
る
。発
表
後
は
、『
伝
統
の
森
』の
力
に
な

れ
な
い
か
を
話
し
合
っ
た
。「
募
金
活
動
を
し
て

役
立
つ
物
を
買
っ
て

送
っ
て
み
て
は
？
」。

自
発
的
に
提
案
す
る

姿
は
希
望
に
満
ち
て

い
る
。彼
等
、
彼
女
等

の
未
来
は
、カ
ン
ボ
ジ

ア
で
眺
め
た
青
空
や

星
空
の
よ
う
に
輝
い

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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で
眺
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空
や

星
空
の
よ
う
に
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と
だ
ろ
う
。

文
化
の
違
い
に
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驚
く
こ
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か
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国
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交
流
で
得
た
自
信
と
喜
び

池田の子どもたちが“世界はもっとおもしろい”を体感！池田の子どもたちが“世界はもっとおもしろい”を体感！
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2003年・2008年に続く第三弾となる今回は、池田市の中学生16名が7月21日～25日の4泊5日、カンボジアを訪ねた。
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ま
す
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア
は
電
気
も
水
道
も
十
分
に

な
い
。道
路
の
整
備
も
行
き
届
い
て
い
な
い
。学

校
に
行
け
な
い
子
も
た
く
さ
ん
い
る
。で
も
、
み

ん
な
笑
顔
で
親
し
み
や
す
い
。勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ

も
大
事
だ
け
れ
ど
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
と
か
、

人
と
し
て
根
本
的
に
大
切
な
こ
と
が
あ
る
の
で

は
。そ
ん
な
事
を
感
じ
て
欲
し
か
っ
た
」
と
熱
く

語
る
久
保
さ
ん
。「
さ
ら
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

1
9
7
0
年
代
か
ら
約
20
年
に
も
及
ぶ
、激
し
い

内
戦
で
多
く
の
国
民
を
失
っ
た
国
。凄
惨
な
過
去

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、人
々
は
新
し
い
国
を
自

分
た
ち
で
創
ろ
う
と
前
向
き
に
明
る
く
生
き
て

い
る
。戦
争
の
歴
史
も
知
っ
た
上
で
、
現
地
を
見

て
欲
し
か
っ
た
」と
、
久
保
さ
ん
自
身
が
感
じ
た

こ
と
を
振
り
返
る
よ
う
に
、答
え
て
く
れ
た
。

　

今
回
参
加
し
た
の
は
池
田
市
の
中
学
生
16
名
。

「
授
業
で
習
っ
た
事
や
テ
レ
ビ
で
見
た
事
が
本
当

な
の
か
、カ
ン
ボ
ジ
ア
が
ど
ん
な
所
か
知
り
た
く

て…
…

」。参
加
の
理
由
は
そ
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ぞ
れ
。出
発
前
に

は
勉
強
会
と
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会
を
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催
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ン
ボ
ジ
ア
の
知

識
と
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の
交
流
を
深
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、
７
月
21
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加
の
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由
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発
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に

は
勉
強
会
と
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会
を
開
催
。カ
ン
ボ
ジ
ア
の
知

識
と
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
を
深
め
、
７
月
21

日
、『
関
西
国
際
空
港
』か
ら
出
発
し
た
。

立石 歩さん立石 歩さん

島田 采季さん島田 采季さん池野 純さん池野 純さん
朝倉 萌絵さん朝倉 萌絵さん

山西 友貴さん山西 友貴さん
瀬田 心結さん瀬田 心結さん

村上 ひかりさん村上 ひかりさん朝見 真輝さん朝見 真輝さん

山田 有輝さん山田 有輝さん

岡本 凜さん岡本 凜さん

橋本 愛生さん橋本 愛生さん山中 麗哉さん山中 麗哉さん

牧野 賢志さん牧野 賢志さん
下村 飛月さん下村 飛月さん

金岡 茉冬さん金岡 茉冬さん

松家 詩栄さん松家 詩栄さん

国際プロジェクト委員会委員長

久保和之さん
「自分たちが体験したことを学
校や家で話して欲しい。発信す
ることによって、周りが興味を
持ち、また別の子に広がる。それ
も国際交流の1つじゃないかな」

電気があまり使えず不
便でしたが、 帰国して
毎日の生活を大切に
しようと思いました。日
本では見られない綺麗
な景色に感動！

クメール語は難し
かったけれど、 現地
の子が名前で呼ん
でくれて嬉しかった

便利な新しい物
ではなく、 今ある
物を工夫して使
うのも大事だと気
づきました

日本で当たり前の
日常が、 カンボジア
では違うことばかり
で驚きました。みんな
で一緒に過ごせたの
もいい思い出です

シャワーが冷たかった
り、 不便で嫌に感じ
たこともあるけれど、
夜、 空を見たら星が
綺麗で感動しました

カンボジアの子ど
もは細くて背も
小さく、日本がど
れだけ恵まれてい
るかを感じました

貴重な体験をさせて
くれた家族に感謝を
して、 これからの生
活に活かしたいです

働いている子どもがいて、
裸足で服もボロボロだっ
たので驚きました。でも貧
しくても元気なのは日々
笑顔を絶やさないように
しているからだと思います

伝統の森の人は
笑顔が多かった。
不便でも笑顔の
多いカンボジアはい
いなと思いました

カンボジアの子と
遊べてたのしかっ
た！日本にいたら
想像すらできない
体験ができました

誰に対しても優しく
接し、 いつも明るく
笑っているところ、 人
の良さがカンボジアの
魅力だと思います

現地の子と一緒に
歌ったり、 冗談を
言ってくれたり、 学
校訪問での出来事
が心に残っています

食文化の違いに
驚きました。いろ
んな場所に行け
て良かったです

どんな環境の中で
も協力して生きて
いけたら幸せなの
かなと思いました

森本さんのように海
外で活動する方の
様々なご苦労を知
り、 もっと応援してい
けたらと思いました

　 『日清食品ホールディングス株式会社』、『一般財団法
人 いけだ市民文化振興財団』の厚意により「チキンラー
メン」21箱をお土産に　 夕食に日本のカレーを一緒に
作ったり、魚のスープなど、現地の料理も味わった
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思い出の写真にコメントを書いて展示パネルを作成

日本とは全然違う
環境を体験できて
良かったです。カンボ
ジアの伝統の踊り
が印象的でした

T シャツにはオリジナルの
ロゴマーク入り！

T シャツにはオリジナルの
ロゴマーク入り！

C A M B O D I A
P R O J E C T

巻 頭 特 集訪 問 日 程
7/21 木 　関西国際空港発→ホーチミンシティ国際空港→〜

シュムリアップ国際空港着
◎市内観光

   22 金 ◎キリング ・ フィールド→アキラ地雷博物館
→伝統の森

   23 土 ◎伝統の森に暮らす子どもたちが
　　　　　　　　　　　通う学校へ見学に
　書道や遊びの異文化交流！
　夜は一緒に夕食を作り、互いに踊りを
　披露してお別れ会。。。

   24 日 ◎伝統の森とのお別れ後、アンコールトムや
プレループ遺跡を観光。
シュムリアップ国際空港にて搭乗手続き

   25 月 　帰国

「多感で幼い時期に、他国との交流を通じて、相互理
解をしながら争いや紛争をなくしていく。お互いに
話し合いで解決したり、何かあった時には“地球市民
意識”を持ってもらいたいという思いがありました」

一般社団法人 池田青年会議所一般社団法人 池田青年会議所
第54代理事長第54代理事長 松本 健一郎さん松本 健一郎さん
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